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学級経営支援教員の配置
区立小学校では、全学年35人学級化やベテラン教員の大量退職等により、学校で必要となる教員数が増える
とともに、教員全体の約３分の１を採用６年未満の若手教員が占めています。
教育委員会では、学校を巡回して若手教員の指導・助言を行う学級経営支援教員を配置し、新たな視点や考
え方を持った若手教員が十分に力を発揮することができるよう、学校とともに支援・育成していきます。

インクルーシブ教育の推進
教育委員会では令和７年（2025年）３月に「せたがやインクルーシブ教育ガイドライン」を策定しました。全
ての子どもが同じ場所で仲間としてともに学び、誰もが自分らしく学校生活を送ることのできる教育をめざ
し、様々な支援員が学校教育を支えています。
「インクルーシブ教育支援員」による支援
通常の学級に在籍する配慮を要する児童・生徒への学習参加等の支援として、小学校に２名、中学校に１名
のインクルーシブ教育支援員を配置しています。令和８年度（2026年度）より、中学校は地域ごとに１名を新た
に配置し、支援を強化していきます。
「エデュケーション・アシスタント」による支援
小学校第１学年の学級経営に伴う業務を補助する「エデュケーション・アシスタント」を小学校全校に配置
し、学級担任の負担軽減を図ります。

社会の多様化が進む中で、異なる文化や価値観を理解するとともに、それぞれが思い描く未来に向けて子ども
たちが主体となって生き生きと学ぶことができるよう、区立小・中学校では様々な取組みを実施しています。
今後、地域ともより一層協働しながら子どもたちの新たな学びを支え、教育の質と魅力を高められるよう取り
組んでいきます。

国際理解教育の推進
区立小・中学校の９年間を見通した系統的な英語教育と体験活動を充実させて、英語による実践的なコミュ
ニケーション能力や国際理解を深める以下の新事業を実施します。
⑴ＡＩ英会話＋オンライン国際交流（全員参加型）
中学校全学年の外国語の学習において、授業時間、朝学習や自宅学習等
でＡＩ英会話を導入し、自身の学習状況の確認を通して「英語を話す」こ
とへの意欲向上を図り、英語力のスキルアップにつなげることをめざしま
す。併せて、中学１・２年生を対象に、海外の同年代の生徒とのオンライ
ン国際交流を年２回行います。
⑵オンライン英会話（全員参加型）
小学校５年生を対象に年４回、６年生を対象に年10回、１人１台配布の
タブレットを活用し、ネイティブスピーカーとマンツーマンで学習内容に
応じた会話を行います。外国人と会話をすることへの不安感や抵抗感を軽
減するほか、学習意欲の向上やスピーキング・リスニングスキルの向上を
図ります。
⑶国内体験活動（公募型）
学校で学んだ英語の実践の場として、国内での体験活動の機会を充実させます。
●国内ホームステイ
対象：区立小学校５年生
内容：児童２人１組で、関東に住む外国人宅にホームステイをします。
●国内英語謎解きまち歩き
対象：区立小学校５年生
内容：世田谷区内で、外国人とチームを組んでミッションをクリアしていく探究型フィールドワークを

実施します。

外国人児童・生徒の支援
区内の外国人人口は年々増加しており、今後更なる外国人児童・生徒の増加が見込まれています。
「日本語がわからない」「日本の学校生活に不安がある」
このように感じている区立小・中学校の児童・生徒を支援するため、梅丘中学校に帰国・外国人教育相談室
を設置し、様々な支援を行っています。
このたび、利用者の増加や通学の利便性を考慮し、令和8年(2026年)9月から「教育総合センター」でも新
たに補習教室を開始します。令和9年度（2027年度）以降も、順次実施地域を広げていく予定です。

「帰国・外国人教育相談室」による日本語指導の流れ

掲載した流れは一つの例です
詳しくはこちらをご覧ください

特集

訪問面接
児童・生徒に合った日本語指導の方針を決めるために、帰国・外国人教育相談室の相談員
が児童・生徒や担当教員等と在籍校で面接を行い、その後の日本語指導について話し合い
ます。

初期指導 訪問面接の結果を踏まえ、講師を派遣します。講師は、児童・生徒の在籍校で、日本語の
個別指導を行います。

補習教室
初期指導を終えてからも日本語指導が必要な児童・生徒には、引き続き帰国・外国人教育
相談室で日本語指導・教科補習を行います。年齢や国籍、日本語の習得状況等でグループ
指導を行っています。

訪問指導・通級指導
小学生は、相談員が在籍校へ出向き、期間を定めて個別に
日本語指導を行います。中学生は、帰国・外国人教育相談
室に通い、相談員が個別に日本語指導を行います。

必要に応じて

多様性を
受け入れ

自分らしく生きる

問  教育指導課　TEL  5432-2706 FAX  5432-3041

問  教育指導課　TEL  5432-2706 FAX  5432-3041問  教育指導課　TEL  5432-2708 FAX  5432-3041

問  学務課　TEL  5432-2683 FAX  5432-3067

同じ境遇や母国語の児童・生徒が
学校を超えてつながることができるため
安心して過ごせる場所となっています

新たな学びを支える学校へ新たな学びを支える学校へ
～教育の質や魅力の向上をめざして～
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世田谷区立中学校部活動の
地域展開の方針を改訂しました
世田谷区では、令和７年（2025年）３月に「世田谷区立中学校部活動地域移行の方
針」を策定し、本方針に基づき、モデル校による部活動運営支援等を実施してきま
した。
モデル実施による課題を踏まえつつ、また、国が示した部活動地域展開のあり方も
踏まえ、令和８年（2026年）３月に「世田谷区立中学校部活動地域移行の方針」を改訂
し、「世田谷区立中学校部活動地域展開の方針（第１次改訂版）」を策定しました。

＜方針に基づく今後の進め方＞
部活動の地域展開に向けて、生徒にとって望ましい環境をつくるため、部活動の抱える課題や地域の現状を
丁寧に確認し、学校を含めた地域全体で支えていきます。
関係者間でこの方針を共有し、段階的に地域展開の検討を進めていきます。

中学校部活動の地域展開スケジュール
ステップ 期間 内容

第１段階 ～令和10年度
（2028年度）

●区立中学校で部活動の地域連携を実施します（平日・休日）。
●「世田谷区立中学校部活動地域展開協議会」で地域展開の基本的な考え方を検討します。

第２段階 令和11年度
（2029年度）～

●休日の部活動を中心に、地域での活動を本格的に行います。
●子どもたちが安心して参加できる体制を整えます。

※地域連携…地域の人材が学校部活動の指導に携わること
地域展開…学校部活動に代わり地域の人材や団体が主体となって活動を支えていくこと

地域運営学校の新たな体制
地域住民が学校運営に参画し、学校と地域が協働して児童・生徒を育成する地域運営学校の仕組みについ

て、これまでの学校運営委員会、学校関係者評価委員会等を整理・統合したうえで、名称を「学校運営協議
会」とし、令和８年（2026年）４月から新たな体制としました。新たな体制により、地域のコミュニティづくり
に貢献できる学校をめざします。

副校長補佐 活動グループ
これまで副校長の事務を補

佐する職として一部の学校に
配置していた会計年度任用職
員の「副校長補佐」が、新た
な仕組みでは、学校運営協議
会の事務局の役割も担いま
す。令和１０年度（２０２８年度）ま
でに区立小・中学校全校に配
置を行う予定です。

学校運営協議会の方針に
もとづき、課題解決のため
の活動や児童・生徒の学び
と育ちのための活動を行う
「活動グループ」を新たに
設置します。どなたでも気
軽に参加できる仕組みをつ
くっていきます。

＜主な職務＞
①副校長の事務支援

例）学校運営事務、服務管理、
学校行事、広報、調査報告

②地域との渉外・調整業務
例）・学校運営協議会の開催通知発

送、資料作成
・活動グループとボランティア

との連絡調整

「学校・教育委員会が実践する教育の質を高める
働き方改革推進プラン」を改定しました
区立小・中学校の教員が子どもと向き合うための時間を創出するとともに、授業準備の時間を十分に確保す
ることで教育の質をより一層高めていくため、教育委員会では令和７年（2025年）３月に「働き方改革推進プラ
ン」を策定し、教員の働き方改革を進めています。
策定からこの間の国や東京都の動向を踏まえ、また、本プランに基づく取組みがより実効性の高いものとな
るよう内容を見直し、令和８年（2026年）３月に改定しました。

改定のポイント
その①　各取組みの進捗を踏まえ、取組み内容をより効果的なものとするために見直しを行いました
その②　国の目標も踏まえ、「時間外在校等時間に関する目標」だけでなく「ワーク・ライフ・バランス

や働きがい等に関する目標」も設定しました
その③　「３つの取組み方針」を設定し、教員の働き方改革が子どもたちの「学びの変化」につながるよ

う、取組みを体系的に整理しました

時間外在校等時間の現状
令和６年度（2024年度）は、令和５年度（2023年度）に比べ小・中学校ともに１
か月当たりの時間外在校等時間の平均が、2.5時間以上減少しました。全体的
に改善傾向にあるものの、依然として時間外在校等時間の長い教員が一定数い
るため、更なる改善が必要です。

教材費等の集金方法が変わりました
学校では学びに関わる様々な経費を扱っています
が、これまで、教員に会計の管理の事務負担が重くの
しかかっている状況でした。
教員が子どもたちとの時間を十分に持てるようにす
るため、令和８年度（2026年度）から区立小・中学校全
校で徴収金集金サービスである「学校モール」を導入
しています。世田谷区立中学校部活動

地域展開の方針（第１次
改訂版）はこちらから

働き方改革推進プラン
や時間外在校等時間の
現状はこちらから

せたがやスクールボードをご存じですか？
児童・生徒やその保護者向けの周知文書を掲載するページ「せたがやスクールボード」
を開設しました。
すぐーるにて定期的に掲載記事を配信していますので、ぜひご覧ください。

せたがやスクールボードで解決！
●タイムリーに情報が行き渡る
●保護者のスマートフォンだけでなく、児童・生徒の 

タブレットからも閲覧できる
●紙の仕分け作業等、教員の負担が減る
●紙の印刷による環境負荷が減る

せたがやスクールボードは
こちらから

問  地域学校連携課　TEL  5432-2723 FAX  5432-3025

問  地域学校連携課　TEL  5432-2723 FAX  5432-3025

問  学校職員課　TEL  5432-2960 FAX  5432-3025

問  学校職員課　TEL  5432-2960 FAX  5432-3025

問  学務課　TEL  5432-2686 FAX  5432-3067

活動グループ
●学校の課題解決に向けた活動
●児童、生徒の学びと育ちに資する活動

（例）
●放課後学習支援グループ
●本の読み聞かせグループ
●あいさつ推進グループ 等

方針に基づき設置 提案・報告

学校運営協議会

もっと本を
読んでほしいな…

あいさつが
できるように
なってほしいな…

家庭

学校モールで実施！
●振込依頼
●集計・管理
●未入金確認
●未入金連絡
●教材業者への入金
●会計報告

教材業者

学校モール

空いた時間を授
業準備や子ども
たちとの時間に
充てられる！
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弦巻中学校を学校指定寄附で応援しませんか
ふるさと納税「学校指定寄附」では、改築工事中または改

築予定の学校14校の中から学校を選んで寄附することができ
ます。寄附金はその学校の改築費用として大切に活用します。
昭和30年創立の弦巻中学校は、令和９年度（2027年度）中
の校舎完成をめざし、改築工事を進めており、寄附受付期間
は令和８年（2026年）12月までの予定です。
皆さんの母校や、地域への想いをかたちにする方法とし
て、未来の子どもたちへつなぐ学校づくりのため、温かいご
支援をお待ちしています。

今回はアーティスティックスイミング日本代表の白波瀬選手にインタビューしました。インタビュー中の笑顔が印象的
で、「水の中でどんなふうに輝いているんだろう」と、実際の演技も見てみたい気持ちがぐっと高まりました。
また、白波瀬選手の言葉から、毎日の小さな積み重ねが大きな力になることを改めて感じました。皆さんも目の前の一歩

を大切にしながら、家族や友達への感謝を忘れずに過ごしてほしいです。
編集後記

次号12８号は令和８年（2026年）１２月に発行予定です。

nformationI
世田谷区電子書籍サービス

世田谷区総合文化祭

区立小・中学校への冷水給水機設置
今年の夏も暑い日が続くと予想されています。区では、熱中症予
防を目的として、区立小・中学校へ各１台の冷水給水機の整備を行
います。今回整備する冷水給水機は、水筒などのマイボトルに非接
触で給水できるもので、児童・生徒の皆さんは持参した水筒など
に、衛生的で、安全・安心な冷たい水を補充できます。ぜひご利用
ください。
※中東情勢の影響で資材の調達が滞っており、整備が遅れる場合があります。

世田谷区電子書籍サービスを区立小・中学校に在籍する全て
の児童・生徒の皆さんにご利用いただけるよう、学校を通じて
「利用者ＩＤ」を配布しました。学校での授業や課外活動におい
てタブレット型情報端末を利用した読書や調べ学習等に活用で
きるとともに、ご自宅のパソコン等からもご利用いただけます。

このサービスを利用することで、児童・生徒向けの物語や童話をはじめ、学習マンガ、旅行ガイドブック
など、さまざまなジャンルの電子書籍を無料で読むことができます。また、電子書籍ならではの読み上げ機
能や文字拡大機能を利用することで、通常の活字では読みづらさを感じている方にも、快適に読書の世界を
お楽しみいただけます。
なお、電子書籍サービスは、図書館共通利用カードおよびインターネットサービス利
用パスワードをお持ちの方で、区内在住・在勤・在学の方もご利用いただけます。詳し
くはお近くの区立図書館までお問い合わせください。

江戸時代に描かれた実際の景観を前提とする風景画と風俗画を取り上げ、版
画も交えて江戸時代絵画の魅力や見方、楽しみ方などを紹介します。会期は二
期制で、前後期で作品が全て入れ替わります（前期風景、後期風俗）。出品総数
は約60点です。
会　期　令和８年（2026年）10月17日（土）

～12月20日（日）／二期制
※11月17日（火）～20日（金）は展示替
前期＝10月17日（土）～11月15日（日）
後期＝11月21日（土）～12月20日（日）

会　場　世田谷区立郷土資料館
観覧無料

今年で第58回目を迎える「世田谷区総合文化祭」では、区内で
文化活動を行うサークルや団体が「絵画書道展」「花道展茶会」
「ホール部門」「ビデオ映像祭」「短歌大会」の５つの部門に分か
れて、日頃の活動を披露しています。
例年、９月から11月頃に開催する各部門の日程、会場、作品募
集期間などの詳細は、区ホームページおよび区のおしらせ「せた
がや」に随時掲載します。いずれも入場無料ですので、是非お気
軽にお越しください。

区立小・中学校のトイレにおける生理用品の設置について
区立小・中学校では、児童・生徒等が必要な時に自由に

使用できるよう、トイレに生理用品を設置しています。

区立小・中学校の暑熱対策実施状況
近年の猛暑・酷暑の状況を受けて、区立小・中学校にお

ける暑熱対策を実施しています。
設置後一定の年数を経過した空調設備を更新するととも
に、最上階の教室に天井断熱材や遮熱カーテンを設置して
います。また、体育館では屋根天井面への断熱材や遮熱
シートを設置し、空調設備の増設を行っています。
対策は令和９年（２０２７年）に完了する予定です。

設置場所
校内女子トイレ内個室や共用部分など
女子児童・生徒が利用する場所
（設置状況は学校によって異なります。）

「せたがやの教育」は世田谷区HP及び
広報紙閲覧サービス「マチイロ」（多言
語翻訳・音声読み上げ機能・やさしい
日本語）で読むことができます。 マチイロ

郷土資料館 特別展
「江戸の絵画を楽しむ－風景、そして日々のいとなみ－」

令和８年度

熱中症に注意!!

世田谷区HP

締切迫る！！

快適な学校生活に向けて
共に学び

成長し続ける

新しい知を
創造する

電子書籍サービスHP

世田谷区文化団体連合会ホームページ
（出演団体の大半が加盟しています）

リニューアル‼

設置イメージ

遮熱カーテン 空調増設

問  施設整備課　TEL  5432-2659 FAX  5432-3029

問  学校健康推進課　TEL  5432-2693 FAX  5432-3029

問  施設整備課　TEL  5432-2659 FAX  5432-3029

問  教育総務課　TEL  5432-2652 FAX  5432-3028
問  生涯学習課　TEL  3429-4257 FAX  3429-4267

岸禮 筆「四季耕作図屏風」（部分）平井顕斎 筆「富岳真景図」

問  郷土資料館　TEL  3429-4237 FAX  3429-4925

問  中央図書館　TEL  3429-1811 FAX  3429-7436

6 7せたがやの教育 №127 せたがやの教育 №127

せたがや教育ナビ　知ってほしい、教育の取組み



ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン
グ

（
A
S
）
一ひ

と

筋す
じ

な
幼
少
期

―
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ
ミ
ン
グ
を
始は
じ

め
た
き
っ
か
け
は
何な
ん
で
す
か
。

３
歳さ

い

の
頃こ

ろ

か
ら
姉あ

ね

の
影え

い

響き
ょ
う

で
競き

ょ
う

泳え
い

を
し
て

い
ま
し
た
。「
水す

い

泳え
い

の
日ひ

」
と
い
う
イ
ベ
ン

ト
で
、
現げ

ん

在ざ
い

の
コ
ー
チ
に
出
会
い
、
A
S
の

体た
い

験け
ん

会か
い

に
参さ

ん

加か

し
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
水す

い

中ち
ゅ
う

で
音お

ん

楽が
く

に
合
わ
せ
て
体か

ら
だ

を
動う

ご

か
す
こ
と
が
楽た

の

し
く
て
、「
A
S
を
や
り
た
い
！
」
と
い
う

気
持
ち
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

―
小し
ょ
う

・
中ち
ゅ
う

学が
っ
校こ
う
で
の
思お
も
い
出で

は
あ
り
ま
す
か
。

６
年ね

ん

生せ
い

の
担た

ん

任に
ん

の
先せ

ん

生せ
い

が
競
技
を
と
て
も

応お
う

援え
ん

し
て
く
れ
て
、
書し

ょ

道ど
う

の
授じ

ゅ

業ぎ
ょ
う

に
出で

ら
れ

な
か
っ
た
と
き
に
は
、
わ
ざ
わ
ざ
私わ

た
し

の
た
め

に
時じ

間か
ん

を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
り
、
作さ

く

品ひ
ん

づ
く

り
を
丁て

い

寧ね
い

に
手て

伝つ
だ

っ
て
く
れ
た
こ
と
が
印い

ん

象し
ょ
う

に
残の

こ

っ
て
い
ま
す
。
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
ま
で

書か

い
て
く
れ
て
、
そ
の
作
品
は
今い

ま

も
家い

え

に

飾か
ざ

っ
て
い
ま
す
。

中
学
校
で
は
、
演え

ん

技ぎ

を
見み

て
く
れ
た
友と

も

達だ
ち

が
「
す
ご
か
っ
た
よ
」
と
声こ

え

を
か
け
て
く
れ

た
こ
と
が
と
て
も
嬉う

れ

し
か
っ
た
で
す
。
小
・

中
学
生
の
頃
は
遊あ

そ

び
に
行い

く
時
間
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、A
S
一
筋
で
過す

ご
し
て
い
ま
し
た
。

―
高こ
う
校こ
う
生せ
い
の
頃
か
ら
日
本
代
表
選
手
と
し
て

活か
つ
躍や
く
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
学が
く
業ぎ
ょ
う

と
練
習
は
、

ど
の
よ
う
に
両り
ょ
う

立り
つ
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。

も
と
も
と
勉べ

ん

強き
ょ
う

が
す
ご
く
苦に

が

手て

と
い
う
わ

け
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
合が

っ

宿し
ゅ
く

や
試し

合あ
い

な
ど
で
学
校
の
休や

す

み
が
多お

お

く
な
る
分ぶ

ん

、
授
業

に
つ
い
て
い
く
の
は
大た

い

変へ
ん

で
し
た
。
で
も
、

担
任
の
先
生
が
課か

題だ
い

や
授
業
の
ま
と
め
を

送お
く

っ
て
く
だ
さ
っ
て
、
合
宿
の
休
み
の
日
に

取と

り
組く

ん
だ
り
し
て
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の

友
達
も
い
ろ
い
ろ
助た

す

け
て
く
れ
て
、
そ
う
し

アーティスティックスイミング（ＡＳ）日
に

本
ほ ん

代
だ い

表
ひょう

の白波瀬菜桜選手にインタ
ビュー。幼

よ う

少
しょう

期
き

にＡＳと出
で

会
あ

って以
い

来
ら い

、周
しゅう

囲
い

の方
か た

々
が た

への感
か ん

謝
し ゃ

の気
き

持
も

ちを大
た い

切
せ つ

に
しながら練

れ ん

習
しゅう

に励
は げ

んできた白波瀬選手。今
こ ん

回
か い

は、競
きょう

技
ぎ

への向
む

き合
あ

い方や、今
こ ん

後
ご

の目
も く

標
ひょう

について語
か た

っていただきました。

た
支
え
が
あ
っ
た
お
か
げ
で
、
学
業
と
の
両

立
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

せたがやの星
ほ し

第
だ い31回か い教

お し

えて！

問  教育総務課　TEL  5432-2745 FAX  5432-3028

世田谷区立桜丘小学校出身。国士舘大学在学中。現在も大学生として学業と両立しな
がら日々練習に励んでいる。日本代表チームでは、若手のメンバーとして、今後の活
躍が大いに期待されている。ASワールドカップ2025では、日本代表選手として、チー
ムフリーで銀メダル、チームテクニカルで銅メダルを獲得。

アーティスティックスイミング選
せん
手
しゅ

白
し ら

波
は

瀬
せ

 菜
な

桜
お

さん
Profile

支支さ
さ
さ
さ

え
て
く
れ
る

え
て
く
れ
る
人人ひ

と
ひ
と

た
ち
へ
の

た
ち
へ
の
想想お

も
お
も

い
を
い
を
胸胸む

ね
む
ね

にに

大だ
い

事じ

な
の
は
目
標
を
達た

っ

成せ
い

で
き
た
自じ

分ぶ
ん

を
想そ

う

像ぞ
う

す
る
こ
と

―
日
本
代
表
選
手
と
し
て
日ひ

び々

の
練
習
で
感

じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ
代
表
に
入は

い

っ
て
か
ら
は
、
試
合
前ま

え

に
合

宿
が
あ
り
、
朝あ

さ

９
時
か
ら
夜よ

る

７
時
ま
で
練
習

す
る
日
が
続つ

づ

き
ま
す
。
初は

じ

め
て
の
A
代
表

で
、
不ふ

安あ
ん

や
戸と

惑ま
ど

い
も
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

練
習
が
し
ん
ど
い
な
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。
で
も
、
同お

な

じ
練
習
を
し
て
い
る
メ
ン

バ
ー
と
気
持
ち
を
共き

ょ
う

有ゆ
う

で
き
る
こ
と
や
、
A

代
表
と
し
て
試
合
に
出
て
メ
ダ
ル
を
取
る
と

い
う
目
標
に
向
か
っ
て
い
る
と
思
う
と
、
頑が

ん

張ば

れ
る
し
、
し
ん
ど
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
楽
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

―
試
合
に
出し
ゅ
つ

場じ
ょ
う

さ
れ
る
際さ
い
は
ど
の
よ
う
な
こ

と
を
意い

識し
き
し
て
い
ま
す
か
。

試
合
の
時と

き

は
、
練
習
し
て
き
た
こ
と
を

１００
％
出だ

す
こ
と
を
一い

ち

番ば
ん

意
識
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
普ふ

段だ
ん

の
練
習
か
ら
試
合
だ
と

思
っ
て
取
り
組
ん
だ
り
、
環か

ん

境き
ょ
う

が
変か

わ
っ
て

感か
ん

覚か
く

が
違ち

が

う
と
き
で
も
対た

い

応お
う

で
き
る
よ
う

に
、
毎ま

い

日に
ち

の
気
づ
き
を
ノ
ー
ト
に
書
い
た

り
、
撮さ

つ

影え
い

し
て
も
ら
っ
た
自
分
の
演
技
の
動ど

う

画が

を
見み

返か
え

し
て
改か

い

善ぜ
ん

点て
ん

を
確か

く

認に
ん

し
た
り
し
て

い
ま
す
。

不
安
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
と
に

か
く
気
持
ち
が
落お

ち
込こ

ま
な
い
よ
う
に
「
絶ぜ

っ

対た
い

で
き
る
」「
練
習
し
て
き
た
か
ら
大だ

い

丈じ
ょ
う

夫ぶ

」
と
前
向
き
な
気
持
ち
で
試
合
に
臨の

ぞ

め
る

よ
う
に
心こ

こ
ろ

が
け
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

ま
ず
は
、
２
０
２
６
年
の
A
S
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
と
ア
ジ
ア
大た

い

会か
い

で
、
メ
ダ
ル
を
獲か

く

得と
く

す
る
こ
と
が
今
の
一
番
の
目
標
で
す
。
将し

ょ
う

来ら
い

は
、
チ
ー
ム
に
と
っ
て
大お

お

き
な
力ち

か
ら

と
な
り
、

仲な
か

間ま

か
ら
も
頼た

よ

ら
れ
る
よ
う
な
、
欠か

か
す
こ

と
の
で
き
な
い
存そ

ん

在ざ
い

に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
は
夢ゆ

め

な
の
で
、

２
０
２
８
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
出
場
し
、
メ
ダ
ル
獲
得
が
大
き
な

目
標
で
す
。

小ち
い

さ
な
積つ

み
重か

さ

ね
が
大
き
な
目
標
へ
の
近ち

か

道み
ち

―
最
後
に
、
世せ
た
が
や

田
谷
区く

の
子こ

ど
も
た
ち
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願ね
が
い
し
ま
す
。

目
標
が
あ
る
子
も
、
ま
だ
見
つ
か
っ
て
い

な
い
子
も
、
ま
ず
は
目め

の
前
の
こ
と
を
一ひ

と

つ

ず
つ
達
成
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま

す
。
小
さ
な
こ
と
で
も
積
み
重
ね
て
い
く
こ

と
で
、
大
き
な
目
標
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
家か

族ぞ
く

や
学
校
の
先

生
、
お
友
達
な
ど
、
周ま

わ

り
の
人
へ
の
感
謝
を

忘わ
す

れ
ず
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。
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